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教員の 立場か ら見た 「校務情報シ ス テ ム 」 の 利点 と課題
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＊ 1
，鳥羽純

＊ 2

〈概 要〉本区で は 、 校務支援シ ス テ ム が 中学校か ら導入 され 、 昨年度は 全 小 学校 に導

入 され た 。 こ の シ ス テ ム は、来年度か らの 本実施に よ っ て全 小 中学校 で使 用 す る こ と

に なっ た。学校の 基本的な情報の 入力、管理、グル
ープ ウエ アや教務 シ ス テ ム 、成績

関係 など、今後の 学校運営に 重大な影響 をもた らす こ とに なる。 日々 、教員と して の

職務を積み 重ね て い る立 場か ら、
「校務情報シ ス テ ム 」 の 利点 と課題 も明 らか に して

い きたい
。 デジ タル 教科 書の 導入 が検討 され る こ の 時期に 、教員の 現状か ら見た 、今

後 の シ ス テ ム に必 要 な条件 を検討 してみ た 。
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1．はじめ に

　校務 の情報 化 の 重 要性が多くの 研究者 に よ り主

張され、具体的なソ フ トの 開発が行われ、実際 に 学

校 現 場 に 入 っ て くる時代 に なっ た。そ の 必要 性 と効

果は本学会 で も有効 で あると報告され て い るし、文

部科学省 におい て もそ の 重 要 性が 明 記 され た。

　しか し、ごく普通 の 現 場の 教員は 、現在の校務シ

ス テム に は 多くの 疑問 と問題点を感じて い る。

　その 原因として、ソフ トの 内容や設定にまだ問題

がある場合が多 い 。また、導入する手順 に 工 夫が

足りない 場合もある。さらに、学校 とい う職場 での 情

報管理 の 扱 い 方が問題となっ て い る場合もある 。

　それらの 問題 点を洗 い 出 し、いわゆ る 「校務情報

シ ス テ 厶 」の 利 点 と課 題 を 整 理 して み た い と思 う。

2．生体認証USB の採用

　本 区 で は 、全 て の 教員 に 各 1台の パ ソコ ン が割 り

当て られた。また、各 自の パ ソ コ ン の 起動に は ソ ニ

ー
の 生体認証 USB の パピーが使用され て い る。この

パ ピーに より、仕事を家 に 持ち帰るこ とが で きるよう

に なっ た。

　 パ ピー
を家 の パ ソコ ン に挿入するとイン タ

ー
ネッ ト

や外部記録 メディア、プリンタなどとの 接続 は遮断さ

れる。そ の 後、パ ピーか ら呼び出された文 讐な どを

呼び出 し、 その 内 容を変更 した 後、パ ピーに戻 して

職場 に持 っ て い くとい う形だ 。 それ以外 の メディア に

は保存 で きない 。

　これ に よ り、データが自宅の パ ソコ ンに残っ て しま

い 、それ が外 部に流 出 す る 恐 れ は な くな っ た 。 ま た、

暗号 化 され て い る の で 、た とえ 分解され て も内容を

読 み 取るこ とは で きない 。

3 ．導入された校務情報システ厶 の ソフ ト

　私 の 所属する自治体で は、今年度 か ら校務情報

シス テム の 試行 が 始まっ た 。64校 の 中 で30校が今

年度 か ら通信簿 の 作成 に も使用を開始した。来年

度から本実施する予定に なっ て い る。

　ソフトは 口 本コ ムシ ス の 子 会社の 東日本シ ステ 厶

建設株式会社 の 「ス クール オフィス 」だ 。 周 辺 の 自治

体で も導入 されて い て 、 企 業が作 っ た校務シス テム

ソフ トの 代 表 的 なもの の一つ だ 。

　 こ の ソ フ トの 基 本機能 は 以下 の 様 になっ て い る。

　  学校基本情報管理

　　　
・

教職員管 理

　　 ・　 児童生徒管理

　　 ・　 クラス 管理

　　 ・
年度更新

　　
・

時間の 設定

　　 ・ 各種設定

　　 ・　教 育委員会との 連携

　　 ・　メニ ュ
ー権限管理

  成績管理

　　
・ ペ ーパ ー

テス トに よる評価

　　 ・　 日 々 の 学習活動に よる評価設定

　　 ・ 成績

　　 ・ 通 知 表

　　 ・　 小 学校児童指導要録

　　 ・ 修 了 証

＊1Sakai　 Takashi 世 田 谷区 立八 幡 小学校， ＊2　TobaJyun ・世 田 谷 区 立 武 蔵丘 小 学 校 教 諭
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　　 ・ 確定処 理

　　 ・
共通設定

  時数管理

　　 ・ 基本データ入 力

　　 ・ 時間割

　　
・ 週 案

　　 ・ 週案 の 承認

  学習者 DB 管理

　 　 ・　 入 力

　　 ・ 集計

　　 ・　 管 理 者 用

  マ ニ ュ ア ル

その 他はマ イクロ ソフ トオフィス ア カデミッ クが 入 っ

て い て 、学校 内の ほ とん どの 作業をそれで 行うこ と

が できる。

4．導入された校務惰報シ ス テム の ハ
ード

　 これを支えるハ
ー

ドは次 の 様な設定 に なっ て い

る。

・全教員に 各 1台 の ノートパ ソコ ン （全 て の パ ソ コ ン は

教育セ ン ターにあるセ ンターサ ーバ ーに接続 。
ロ ー

カル エ リアネッ トワ
ー

クの 設定 ）

・全 教員に 生 体認証 USB

・各学校 に 実物投影機、数台 。

・各学校 に プロ ジェ クタ、数台 。

・先行 10校 に 全教室 、特 別 教 室 に 50インチ ディス プ

　レイと実物投影機の セ ッ ト。（本校は 液 晶 テ レ ビ、

　実物投影機、各 16台と磁 石 ス クリーン数セ ッ ト。プ

　 ロ ジェ クタ。教室用 パ ソ コ ン4台。）

・各学年、専科 、校長、副校 長 に イン ターネッ ト接続

　パ ソコ ン 。

・各学校 に 教室用パ ソコ ン 数台。
・
レ
ーザープリン タ2台。ス キ ャナ

ー
付きイン クジェ ッ ト

　プリン タ。

・ドキ ュ メン トス キャナ
ー2台。

3 ．ハ ードとソフ トを支援する環境

　4つ の 保存フ ォ ル ダが設定され て い る。こ の フ ォ

ル ダは 必要 に 応 じて使 い分けて い る。

　 A ：学校共有 サーバー（全校 か ら見るこ との で きる

　　共 有フ ォル ダ）

　 B ：各学校サ
ーバー

（ 各学校内の パ ソ コ ンから共

　　有 で きるフ ォル ダ）

　C ；個 人 サーバー
（自分 しか 見えない フ ォル ダ）

　 D ：個人用 生 体認証 USB メモ リ
ー

（パ ピ
ー

）

全 校共用サーバ ーに は、世 田 谷 区 の 研 究会 の フ

ォル ダが設定され て い て 、誰もが見るこ とが できる。

ま た 書き込 ん で 保存することもで きる。万 が 一、削

除されるようなこ とが あっ て も、バ ッ クア ップがとっ て

あるの で 、保存は保証され て い る。こ れ は 、他の学

校用サ
ーバー

でも同じ設定に なっ て い る。

・ヘ ル プデス クの設定 （専従の専門職員3人 ）

　セ ン ターに ヘ ル プ デ ス クが置かれ て いる。
こ こに

は 企業 か ら派遣され た専門 家が常駐 して い て 、各
学 校 か らの 質 問 に答 えて い る 。 さらに、各学校 の パ

ソ コ ン に リモ
ートで 入る設定 になっ て い るの で、セ ン

タ
ーか ら直接 、個 々 の 機器を操作 して支援や 修 復を

行っ て い る。また、生体認証USB で は、指紋の 読み

取 りが で きなくなるときもある が、それもヘ ル プがリ

モートで 再登録するような作業も行っ て い る。その 他

に、セキ ュ リティ上 の 様 々 な保護活動も行 っ てい る。
・管理職、教務、各学校で の 研修会 の設定

こ の シ ス テ ム を使 うに は 、管 理 職 に よ る 認証 が

様 々 なところで 必要 に なる。そ の ため 、教育委員会

に よ る研 修 会 が 行われ て い る。また 、教務 主 任 や 学

校 管理 者に相当 する 人 た ち に 対 して も研修 が 行わ

れ て い る。要 望 が あ る学 校 に対 して は 学校別研修も

行われ て いる。

・ネッ ト上 での マ ニ ュ アル 閲 覧

ネッ ト上 に マ ニ ュ ア ル や 更新情報が の っ て い るの

で、通常 の 疑問は それ で解決で きるこ とも多い 。
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3 ．校務処理 ソフ トの 問題点

学 校 現 場 に とっ て、これ らの シ ス テム が 入 っ て きた

とき、か なりの 反発 が おきた。中学校 へ の 導 入 時に

は さほ どの 反 対 は な か っ た の だが、小 学校 で は 異

論が噴 出 した。

その 主な原因 は 何だ っ たの だろうか 。
一

つ は教務主任 の 作業量が増大 す るこ とだ。教 務

主任 は 2月 に教育委員会に 来年度の 計画を提出す

る。そ の た め に、様 々 な準備をするが、そ れらの 作

業内容 と今回 の シ ス テ ム で 作 成する内容が合致 し

て い ない 。その ため、とりわ け教務主任会 で の 異 論

が多か っ たようだ。

その 他に、ま だ 手書き で 作成 して い た 教員も数多

くい るの で 、パ ソコ ン で の 作業 に 反 発 したとい うこ と

もあるの かもしれない。

また、管 理 職 は、年齢的に いっ て もパ ソ コ ン や ソフ

トの 利用 に 1
慣れて い ない 。 こ の シス テ ム を導 入 して

も使 い こ なせない 可能性があっ た。その ため、管理

職層からの 反 対も少なくなか っ た ようだ 。

以 下 に こ の ソ フ トを使 用 して み て 、現 状で の 課題

や 問 題 点を 整理 してみ た。

1，小学校 で は、専科制 で は な く、全 て の 教科を担

任 ひ とりで 担 っ て い る。その た め 、入力設定 が 多岐

に わ た る。その どれもが きちんと設定 できて い ない

と、シス テム 全体に影響があり、うまく動作 しない。
・教務と学校管理者 は、初期管理 に かなりの時間が

必 要 に なる。校時パ ターン が多 い と、それ だ けで 年

間計画が煩雑になる。

・
年間校時 の 設定 に 時間 が か か る。また個 別 の 設

定をきちんと設定 して おかない と授業実施の カウ ン

トが で きない の で 、当然 ．時数計算が狂 っ て しまう。

教務 の 初期設定は時間も労力もか か る 。

・時数管理 で基本データを入 力 し、時 間 割 を 設 定 す

る こ とで、週 案 を使 うこ とが で き る ように なる。行事

や 固定時間割が間違っ て い ると、週案 の 時数力ウン

トも違っ て しまう。
2 ，児童 の 名簿等 の 個人情報入 力の 作業が膨大で 、

作業をする人 に過大な負担を与 え る。また 、今まで

作成 してい た名簿の 形 式 と違う設定 に なっ て い るた

め 、こ れ ま で のデー
タを流し込むような形 で 作業時

間を短縮することがで きない。
・転出入の 児童 の デ

ー
タ入 力をす るた め に、「名簿

CSV アッ プロ ード登録」をする こ とが必要 だ が 、学校

に よっ て は転出入が激 しく、作業が 頻 繁に必要に な

る 。 ま た、体験入学 の 様な児童が い た場合、そ の 児

童 の 名簿へ の 挿 入 が 必要 に なる。1週間程度 で も登

録 しな けれ ば ならない 。そ の 後、転出 して も、名簿上

は残して おかな い と、指導要録が作成されない 。 し

か し、児童数 か らは削除 しない と実際に存在して い

る人 数とは 狂 い が出て しま う。 途中転出 の 児童 の 指

導 要 録 は 手 書 きで 行うしか な い 。
・データの 訂 正 作業 に習熟 していない と、元 のデー

タを壊 して しま う可 能 性 が あ る。常 に バ ッ クア ッ プが

必 要 。 本校 で は、訂 正 する前 の データが常に 別フォ

ル ダに 残るように 管理 して い る。
3，根本 的 な問 題 の

一
つ だ が 、小 学 校の 現場 が、情

報を効率 的 に管理 する形 に なっ て い ない 。まだ、共

通 の 形 で 処 理 して い ない 学校 が 多く、各個 人 の デー

タの 処理 の 仕方が違う。ワ
ー

プロ 、データ処 理 ソフ ト、

成績処理 ソ フ ト、週案 ソ フ ト等 で 、様 々 な ソ フ トが使

われて い た。

4，校務処理 ソフ トが、現場 の デ
ー

タ処理 の 流れを

完全に はつ か んで い ない 状態で 作成され て いる 。 特

に 成績処 理 の 作 業途 中で や りに くい 場所 が 残 っ て

いる ． セ キ ュ
1
丿テ ィと絡ん で 仕様 上 できない と解答さ

れ た 部分もあるが 、教員として は必 要 とする機能も

ある。

・児 童 の テ ス ト成績
一

覧表 が 表 示 、印 刷 で きな い 。

各テ ス トの 成績を見るこ としかで きない。しか も画面

上 で は 全 員 の 成績データをス ク ロ ー
ル す る形 で しか

確認できない 。
・所見の 文字 の 大きさや フ ォン トを選択 で きない 。文
字数が多くなると、自動的に 文字 が 小 さくなる。
・
通 知 表 の パ タ

ー
ン の 数が少なく、形 式 の 自由な設

定ができない。それぞれ の 枠 の 位置や大きさも変更

できない。表 示 文字 の 内容も変更で きない 。
・ペ ーパ ーテ ス トの 設定項 目が実際 の テ ス トの パ タ
ーンと一

致 しない 。 単元 ご とに 「評価 対象観 点 ・満

点 」とい う項 目が あるが、それをテス トの 内容と合わ

せ るこ とが 難しい 。f関心・意欲、話す、書く、読む 、
知 識 ・理 解」とい うもの に テ ス トの 点数配 分をマ ッチ

ン グさせ なけ ればならない 。 テ ス トで 関心
・
意欲を評

価するこ とは 難 しい 。

・ペ ーパ ーテ ス トの 全 て が 終わ らない と、結果が通

知表に 反映されない 。
・自作 テス トを前提 として いな い の で 、テ ス ト内容が

同じ学年と全 て 同 じで ない と、評価 で きない 。
・低学年の 通 知表、特 に 1年生 の

一
学期は各学校 で

独 自に 工 夫するもの が多 い が、現状 で はその パ タ
ー

ン は 罵意され てい ない 。
・パ タ

ー
ン が少ない た め 、通 知表の 独 自な工 夫 が 行

えなくなっ て しまう。 評価 は教育活動 の 要なの で、そ
こに 工 夫が な くなるの は 、学校 の 活性化を妨 げる。
基本 的 に、部品化して おい て、組み 合わ せ て使用す

るこ とが で きるようにするこ とが必 要 だ 。
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・
毎学期、印刷することに なるの で 、今までの 様 に渡

したもの に 追加するパ ターン で はなく、 学期ご とに 印

刷する形 式に変更に なっ た 。 そ の た め 、最 小 で 8枚

の 印 刷 内 容を束 ね る必 要 があ り、透 明 バ イン ダー
を

全 員 に毎年用意するこ とに なっ た 。背表紙 の 部分で

プラス チ ッ クの 押さえで、は さむ 形 なの で 今まで よ り

厚くなっ て しまう。保存 場 所 をか な り取 る ことにな り、
鍵 の か か る 場所を新た に 用意 した。また、そ の バ イ

ン ダー
は再利 用 せ ず、渡 しきりに なる の で、予 算が

新たに 必要となっ た。
・指導要録は 自動的 に作 成され て い くが 、印鑑 の 問

題 は解決してい ない 。毎年作成 し、紙 ベ ー
ス で 保存

して い くの か、それとも電 子 的に 保存する形 で い い

の か、まだ決定 して い ない 。 とりあえず、1枚 目は 印

刷し、紙ベ ース で保存 。 2枚 目は 今後検討して い く。

4 ．校務情報シス テ厶の利点

で は、この 校務支援シ ステ ム が導入されて良か っ

たところは どの ような こ となの だ ろうか 。

・デー
タの 保存 が セ ン タ

ー
なの で、流出の 危険性が

減少 した。個人認証 USB もセ キ ュ
1
丿テ ィ上 、 大変効

果的。ただ、自宅 に持ち 帰り作業する場合、安 全 性

は 保た れ るが 、作 業 の ほ とん ど は 行うこ とが で きず、
文 章 の 入 力が で きる程度。しか し、子 育 て や介護で

時間が 取られる方 に は 有効。
・通 知表の た め に 入力 したデー

タは、指導 要 録 に 自

動的 に挿入されて い く。成績も反 映され て い く。教員

や児童 の 名前なども入力せ ず に できあが っ て い く。 6

年の 指導要録抄本も同 時に 作 られ る。た だ、こ の 利

点を生かすため に 、通 知 表の 内 容、形 式 が しば られ

て しま うという問題 は ある 。

・各自が作成したデ
ー

タは蓄積され て い く。学校 内

の 他 の 教員が作成 した内容を、誰 でも閲覧すること

が で きる。データの 共 有化 が 自動 的 に 行われ て い

く。

・全校が協 力 して 作業するこ とが で きる。安 全 性 が

保 た れ て い るの で 、資料 や 教材などを全 校 共有 の

サ ーバ ー
に 容易 に アッ プで きる。ただ、教室 用 パ ソ

コ ン に もっ て くるた め に は 、管 理 職 の 許 可 と作業 が

必要。校務処 理 パ ソコ ン と教育用 パ ソ コ ン は 明確に

分 離されて い るの で 、デー
タの 相 互 移行 は 、手間暇

が か か る。
・手慣れ て くると、通知 表 に書き込んで い くよ り、作

業時間が か なり短くなる。また、データが保存 され て

い るの で、万 が一
通 知表を紛失して も再発行 が 可

能。
・一度、設定 が終 了 すると、次 の 年か ら、作 業量が

かなり減る。新 一
年生 の 名簿の作成に は 時間 がか

か る が 、
「年度更新」の機能があるた め 、クラス 替え

の処理が簡単 に なる。

・
教育委員会 へ の 報告 が、少 しで はあるが、できる

ように なっ た。今後は交換で行われ て い る作業の 多

くが 、こ の シ ス テム をさらに有効に 活用して い きた

い。
・学習者デ

ー
タ
ーベ ース が 作られ、そこ に各児童の

データが集約され て い く。過 去 の データもみ るこ とが

で きる。写 真 も挿入 が 可能だ が 、保存時に は データ

の 圧 縮 が 必要 。
・管理 職、教務、管理 者、一般教諭と必要な作 業に

違 い がある．その た め 、それぞれ に 必要なメニ ュ
ー

しか 出さない よう設定するこ とが で きる。

5 ．校務情報シス テムを導入して

校務情報 シス テ ム の導入を行っ てみ て 、学校 の 抱

え る問題 も見えて きた 。

  情報 の 共有化が進ん でい ない

  学校内の 情報伝達 の 不 徹底

  情報の蓄積が不十分

  作業が特定の担 当に集中する

  管理職層 の 情報管理、及 び操作能力の 不 足

  未完成なソフトの 引 き起こ す多くの 問題

  役所関係 の書類が、紙 ベ ー
ス か らの 脱却がで き

て い な い

  認 証 の 問 題 。印 鑑 をどうする の か 。 電子印鑑を導

入 する の か 、それ とも印鑑を廃 止 するの か 。
これ らは まだ 見え て きた 問題点の

一
部 に過 ぎない 。

今後 、さらに 利用する中で さらに 問題点は明 らか に

なるだろう。また、利点も見えて くるの かもしれない。

学校その もの が抱える問題点もあぶり出されて い く

の だろう。実際に 利 用 する中でシ ス テ ム 全体 の 熟成、
ソフ トの 現場へ の 対応をさらに 図っ て い きたい 。

6．今後の課題

デジタル 教科書 の 事 は、直接関係 は ない の だ が、
データを扱うときの 基 本 は 児童ひ とり

一
人 に ある。

教科 書 の 管理 、充 電 、学 年ごとの 内 容 の 変更など

は 、情報 シ ス テ ム ソフ トの 様なもの で で やらな けれ

ば実際 に 効果 は 上 が らない の で は な い か 。全 員 が

同 じ教科書 で い い の か 、とい うこ となども新たな 問題

として 検討 して い かなければならない 。
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